
■広域連合の必要性
東三河8市町村は、海や山に囲まれた地形的な特性を背景に、
県内においても独特な風土や文化を育み、古くから互いに支え
合って歩んできました。
現在、私達は人口減少や高齢化など個々の市町村では対応が
困難な課題に直面しており、将来に向けて早急な対応が必要と
されています。
『東三河はひとつ』という合言葉のもと、「将来にわたり持続
的に発展する」「誰もが本当の豊かさを実感できる」「子供たち
が希望を持って夢を描くことができる」そんな東三河を実現す
るため、広域連合の設立について、東三河8市町村で協議を行
っています。
■広域連合はなにをするの？
複数の県や市町村が、行政区域にとらわれず広域的な地域づ
くりや住民サービスの提供などを主体的に取り組むことを目的
に設立する組織です。防災活動・産業振興・有害鳥獣対策・観
光振興などの新たな広域連携や、各種相談窓口の相互利用など
の共同処理について協議していきます。

新たな広域連携
単独の市町村では実施が
困難である広域的な事業
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県の事業のうち、広域連合
が行うことで住民サービス
が向上する事業

共同処理
市町村の事業のうち、広域
連合が行うことで効率が
良くなる事業
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将来的には これまで
市町村がそれぞれ運営
しているためサービス
にばらつきがある。

広域連合が運営するこ
とで統一的なサービス
が行えるようになる。
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約76.6万人
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〜広域連合の設立に向けて〜

企画広報課  ☎66◆1162

東三河広域協議会  ☎0532◆51◆2180
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平成22年を基準とした
総人口の増減率の推計

高齢化率の推計


